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別記第１号様式（第７関係） 

会  議  録 
附属機関又は 

会議体の名称 令和２年度 第２回教育に関する事務の点検・評価委員会 

事務局（担当課）  庶務課 

 

開   催   日   時 

 

令和２年 12月 23日（水）午前 9時 30分～午後 12時 

 

 

開催場所 

 

 

豊島区役所 教育委員会室（本庁舎８階） 

 

 

議      題 

 

評価対象事業のヒアリング及び質疑応答 

① 不登校対策事業の強化 

② 外国人の就学対策 

 

 

 

 

公開の

可否 

 

 

 

 

 

会 議 

 

 

■公開 □非公開 □一部非公開    傍聴人数 ０ 人 

非公開・一部非公開の場合は、その理由 

 

 

会議録 

 

 

■公開 □非公開 □一部非公開 

非公開・一部非公開の場合は、その理由 

 

 

 

 

出席者 

 

 

 

 

委員 

 

細谷 美明 

木村 文香 

岩井 由美子（敬称略） 

 

 

その他 教育長、教育部長、学務課長、指導課長、教育センター長 

事務局 庶務課長 
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副島庶務課長 

 

 

細谷委員長 

 

 

齊藤教育センター長 
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木村委員 

 

 

 

 

 

 

 

齊藤教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木村委員 

 

それでは、これより第２回教育に関する事務の点検・評価委員会を開催

いたします。 

まず、事務局より、本日の傍聴について報告をお願いします。 

 

本日の傍聴希望者はおりません。議事の第１、教育に関する事務の点検・

評価の実施について、説明をお願いします。 

 

それでは議事に進みます。議事の第１、「不登校対策事業の強化」につ

いて、齊藤教育センター長、説明をお願いします。 

 

【資料１「不登校対策事業の強化」の説明】 

 

ありがとうございました。説明は以上となりますが、各委員はご意見ご

質問等ありましたらよろしくお願いいたしました。 

それでは、木村委員お願いします。 

 

資料拝見させていただいたとこから、サポート体制という点では、１０

日以上という設定が、集中的に把握しており、事態が大きくなる前に対応

できている点がすごいと感じております。その上で、登校支援シートにつ

いて三つほど質問させてください。まず一つ目ですが、教育センターで集

めたあとの使い方、アクセスできる方、どういう機能の方なのか。ブリー

フィングしたあとの学校等の活用、継続的に活用される方はどのような

ことに活用しているのかお聞きしたいです。 

 

ありがとうございます。学校側の要望や早期発見、早期対応が重要とな

り、指導課との連携が大切になりますので、日頃から密に連携しておりま

す。教育センターが集約しているのですが、基本的に教育センターと指導

課で確認できるようになっております。昨年度から「長期欠席者対策プロ

ジェクト」、教育センターの中で、まずは、いったん学校側の手立てとし

て適切なのか、必要な機関、スクールカウンセラーが関わって子ども達へ

の支援できているのかについて定期的に会議を設け、その結果を学校側

にフィードバックしております。もう少しこういう関わりがあると手厚

いんじゃないか、この段階にきたら適応指導教室に繋げたらいいのかな

ど、そのような形をとっています。 

もう一つは、昨年度までは小・超学校全校で不登校対策会議を開いても

らい、その中には必ず管理職・スクールカウンセラーが出席してもらい、

そのほか指導担当の先生が出席し、登校支援シートをもとにして意見交

換をしてもらいました。今年度はコロナ禍ということもあり、本当に必要

であろうという子どもがいる学校に対して教育センターから学校にお願

いして会議を開いてもらいました。先日も、ある学校の５年生と６年生で

対応が必要な子どもに対して、学校と担任の先生にお願いして会議を開

いたという状況でございます。 

 

 

ありがとうございます。 

あと資料５で拝見した登校支援計画の目標のところなんですけど、「B
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コースに格上げ」という表現がありますが、Aコースが一番最初の目標で、

その次に Bコース、Cコースが３段階目というイメージでしょうか。 

 

こちらですね、ゆずの木教室に入ることが決まった子どもにまずは目

標をどこに置くか、保護者も交えて決めております。結構エネルギーがあ

って、すぐ学校に復帰できる子もいるため、そういった子は Aコースを選

んでもらって、ゆずの木教室の中でも時間割を組んで、いつでも学校に復

帰できるような計画を敷いて取り組むのは Aコースです。Bコースについ

ては、すぐには学校復帰が難しいだろう、年度替わりとか、卒業後に復帰

できるような、新しい自分の進路に向けて、しっかりエネルギーをため

て、将来的に社会的な自立を目指すコースです。ゆずの木に定期的に通っ

て来られて、自信を少しずつつけた場合は、学校復帰を目指して次はこん

な取り組みをしていこうか、適応指導教室の先生の声を受けて、目標を決

めていくものです。Cコースですが、なかなか朝起きれない、昼夜逆転し

てしまう家からなかなか出られないといった子ども達がゆずの木教室を

利用する場合にはですね、ゆずの木教室からどんなアクションを起こせ

るか、ゆずの木教室にきたときもまずはどういう活動しながら生活習慣

を身に着けさせて、そのあと、Bコース・Aコースに繋げていけたらと考

えていくコースです。これは今年度から始めているところでございます。 

 

ありがとうございます。分かりやすいです。こういうコース設定になっ

ていると本人たちからすると次になにをすればいいのか見やすくなって

おります。 

中学校卒業後の関係機関が大切になってくると思います。結構保健セ

ンターに繋ぐケースがございますが、資料の中の関係機関に保健センタ

ーが入っておりません。そこでですが、豊島区の中学卒業後の繋ぎ先とし

ての関係機関はどのようなものがあるか教えていただきますか。 

 

中学校卒業後ですが、教育センターは、教育相談で高校３年生まで来ら

れますので、ゆずの木教室に入る際に必ず教育相談もセットで受けてお

ります。子ども担当と保護者担当ということで別々の相談員が必ず入る

ようになっております。今年度、ゆずの木教室の心理士を一人置きました

ので、こちらの方がメインで関わるような形になっているのですが、元々

教育相談に繋がっておりますので、まずは教育相談を通して継続的に関

わるようになっております。ただ、そういったところになかなか関わって

いない、進路自体がなかなか定まっていないお子さんもいらっしゃいま

すのでそういったお子さんは、区の子ども家庭部にあります「アシス豊

島」に継続的に関わっていただきたいとお願いをしております。うまく繋

がっていくケースはわずかですけど、早いうちに繋いでサポートしてい

きたいと考えております。 

 

はい、副島庶務課長 

 

「アシス豊島」というのが子ども家庭部にございまして、子ども、若者

の総合相談センターで、どんな相談も受けており、年齢も 35歳までとい

うことで、年齢とか相談内容にこだわらない窓口を設けております。そこ

と教育センターとの連携が大事だということを区長部局も認識しており

まして、中学３年生の前半のあたりから、引継ぎというか、情報共有をし

たいということで、３年ほど前から努力しているところでございます。た

だ、なかなか区長部局と教育センターの連携体制がうまくいっていると

は言えない状況でございます。努力をしている最中でありますので、個人
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情報等様々な問題がありますけど、ご本人からの申請で次の相談所とい

うか、中学校３年生のうちに繋がりを作って、豊島区に住んでいる限りは

その方の情報を持ち続けると言わないと、ひきこもりになって 50代で発

見されたということになりかねませんので、そこは問題意識をもって取

り組んでいるところです。以上、補足させていただきました。 

 

 

ありがとうございます。 

 

はい、指導課長 

 

登校支援シートの件ですけど、今年度東京都で行っている学校のインク

ルーシブ教育システムに関する研究に関連して豊島区でも特別支援教育

に関する研究を行っております。引き続いて、来年度ということで２年間

研究をお願いする中で、不登校に関する支援シートと学校の中で子ども

に対する個別の支援というならば特別支援教育に関するシートも作って

いて、必ずしも重なるものではありませんが、不登校の背景同様に、本当

に多様な背景要因があるということから重なるケースもないわけではあ

りません。学校からすると、登校支援シートを活用していくといったとき

には、見えにくいところがある一方で、特別支援教育の個別のシートを作

る中でそれに対しても見えにくいとこがありますので、必ずしも一つに

することが良いことではありませんが、これをどうにか相互活用できな

いかというところを研究まではいきませんが検証したいと考えておりま

す。学校の中の負担感という点からすれば、そこをシェアしていくところ

が、子どもたちへの支援につながるのではないかということで、東京都の

ご支援を受けながら、やっていくところでございます。 

 

はい、ありがとうございました。 

木村委員よろしいでしょうか。 

 

ご質問させていただいた以上に丁寧に説明してくださり、ありがとうご

ざいました。 

 

 

ほかにご質問ございますか。私からも何点か質問させていただきます。 

適応指導教室、それに絡めて移動教室、かなり体験活動を中心に実施さ

れていることが分かりました。適応教室は移動教室も医者は入られてお

りますか。連携の中に医療機関があると思うのですが、こうした実際の場

ではどうでしょうか。 

 

メンバーですが、元校長、SSW、教育相談で関わっている心理士の方、

看護師がついております。昨年度ようやく子ども達を引率する教員が増

えたような経緯がありまして、３泊４日と長いということもあり、初日を

乗り越えると子どもたちのコミュニケーションが進み、４日間頑張れる

というところでございます。昨年度の最終日、エネルギー切れの子どもが

いましたが、保護者の方にお願いしまして、最終日だけ一緒に同行しても

らってうまく過ごせました。手厚く大人によるサポート体制を組んで連

れて行っている状況でございます。 

 

なぜこんな質問をしたかと言いますと、最近不登校の原因の一つとし

て、「起立性調整障害」が挙がっております。これは、医者でないと見た
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目の判断が難しいということがあり、看護師がいればアンケートとかと

れば分かるかもしれませんが、適応指導教室にも医療的な知識が必要な

部分が必要かと思いました。看護師を配置しているということで、すでに

そういった意識があるので、安心しました。もう一点、心理士が移動教室

や適応指導教室についているということですが、その他にアンケート調

査等に結果によると、社会性の欠如が挙げられますが、社会性を身につけ

るための適応指導教室や移動教室のプログラムに入れているんでしょう

か。 

 

「SST（ソーシャルスキルトレーニング）」を今年度からスタートさせま

した。SSWの中に「公認心理士」を持っている方がおりまして、SSTを定

期的にやっていき、子ども達自身が自分自身が保ってきたなというのを

実感していると、成果として挙がっているなと感じています。体験につい

てですが、地域のボランティアの方を定期的に呼んでおりまして、昨年度

は生け花ですとか、伝統工芸士などに来ていただいて図工をしたりして

おります。また、音楽が好きな子どももいるので、今後は東京音楽大学の

学生のボランティアにきていただくようなことを検討しております。ぜ

ひ子どもたちにより多くのいろんな方と接する時間を作り出していきた

い 

 

ありがとうございます。体験は非常に重要なんですが、私の持論にはな

りますが、体験をさせたら子どもに必ず振り返りをさせること、そして加

えて評価をしたり、それぞれの専門家がアドバイスをしてあげることが

大切だと思います。そういうのをセットとしてやっていただきたい。 

私も大学の中で、学生達にアサーティブレーニングなどを行って人と

の付き合いを身に着けてもらったり、それからロールレタリングでとい

う日本少年院で開発されたプログラムなんですけど、結構中学校で取り

入れられているトレーニングですが、自己をみつめるトレーニングをし

ております。適応指導教室や移動教室の中でも、自己をみつめる時間を場

面を作って、子どもがみつめた部分を大人が見てあげるといったことも

考えてもらえればと思います。 

それでは、多岐にわたる議事となりましたが、この議事は以上とさせて

いただきます。 

次の議事に進みます。 

議事の２番目「外国人の就学対策」について田邉学務課長、説明をお願

いいたします。 

 

【資料２「外国人の就学対策」の説明】 

 

 

ご説明ありがとうございました。 

以上、説明が終わりました。各委員、ご質問等ございましたら、よろし

くお願いいたします。 

はい、木村委員お願いいたします。 

 

 

まず、一点ですが、子どもや保護者へのサポートのところで、文化的な

サポートをどのようにされているのかというのはよく分かったのです

が、宗教とか文化とは判別がつかなくて一番苦労しているのは担任の先

生ではないかなと思います、担任の先生のサポート体制がどうなってい

るのか教えてください。もう一つ、通訳に関連してお伺いしたいのです
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が、今年度クロームブックが配付され、インターネット環境が整備されて

いる中で、今後、言語や出身が多岐にわたる中で、アプリの活用等につい

てお伺いしたいと思います。 

 

それでは教育センター長お願いします。 

 

担任へのサポートについてですが、教育センターの日本語指導教室に

通っている子どもにつきましては、日頃直接教えている先生が、在籍校コ

ーナーというのがありまして、学校生活の中で子ども自身が困っている

こととか、例えばなかなかお風呂に入らないといった文化の違いなどが

あったり、担任の先生もコミュニケーションに困っているといった声も

聞くことがあります。そういう担任の先生が困っているときですが、教育

センターに非常勤の通訳の方がおりますので、生活指導上の困難な時と

か友達とのトラブルのときに学校に行ってもらい、通訳に入ってサポー

トを行ったりしております。 

 

クロームブックのアプリはどうでしょうか 

 

オンラインで面談できるようになりましたので、いまオンラインでど

ういう形で日本語指導できるか実験的に実施しているところです。学校

内で別室を設けて、普段の 50分の時間より短くするといった工夫をして、

子ども達にどんなサポートをできるか検討しております。まだ、通訳にタ

ブレットが一台という状況にはなっておりませんので、通訳をオンライ

ンの形で行うことはしておりませんが、今後の課題だと認識しておりま

す。色んな言語の方に教育センターに登録だけはしていただいているの

で、なかなか経験したことがない言語の場合は英語の通訳だけは派遣さ

せていただいて、完全ではないけども、英語であれば多少は分かるという

子どももおりますので、何とか通訳で対応しておりますが、ぜひ教育委員

会全体でも検討して進めていきたいと思います。 

 

 

ありがとうございます。 

はい、指導課長お願いします。 

 

直接指導にあたる先生は、語学が堪能というわけではありませんので、

そのあたりについて改善を行うべく、前回の「教員の研修」で説明させて

いただいた日本語指導の担当者との面談会を設置しました。その中で、先

生たちが、実際の指導上の困っている部分とか、子どもたちの様子の情報

交換、先生たちの横のつながりができるように、こちらから一方的に先生

たちのスキルがあげるためにではなく、情報共有の場を設置しました。 

一方で、スキルもあげる必要がありますので、大学の先生も招いて、日

本語指導をどのようにするかいったことではなくて、通常の学級に戻す

ための教科の学習の中で日本語を学んでいくことの大切さ、指導者が文

化についてどういう風に一定の理解をして、子どもたちを関わっている

かについてご講義をいただいて、本当そのとおりだなと実感している状

況です。 

多国籍の子どもが多い学校では、日本語指導学級での在籍を希望する

状況の中で独自で保護者同士のネットワークづくりを実施しておりま

す。言葉の壁以外に、例えば書類の確認や提出などの解釈が国によって異

なったりしますので、単純に、行政が通訳を入れて、保護者に順番に伝え

ていくのではなく、ネットワークづくりを学校も努力している状況でご
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ざいます。実際には保護者の方で通訳に入ってくれたり、PTA活動につい

て細かく説明したりなど、努力しながら作っております。 

 

大変よく分かりました。担任の先生の語学力とかそういうことではな

くて、私自身の持論になるのですが、いわゆる分かりやすい日本語といっ

た一文が短い話し方っていうのは、発達障害の方にとって分かりやすい

話し方になるため、先生方に身に着けてもらうのは子ども達にとってプ

ラスだなと感じております。子どもたちは、日本語をメインで学習しても

らうことが大切なると思いますが、保護者や教員の方々の安心となりま

すので、ポケトークとかグーグル音声通訳とかの活用、人間味がない部分

もありますが、いざというときのためにというところで、すでに使用して

いる先生もたくさんいると思いますので、見える形で導入されていると

いいなと思います。 

あと、海外の方の言語習得を考えたときに、平仮名を読める方もいるん

ですけど、おしゃべりは意外上手だけども、まったく字が読めない方もい

ます。ローマ字ヴァージョンがあると、たぶんご案内を作られるときにと

きにさほどエネルギーゼロわけではないと思いますけど、翻訳するより

はいいのかなというところで、すべてにローマ字表記があると、もう少し

対応が可能となる親御がいるのではないかなと思います。こちらは提案

でございます。 

 

ありがとうございます。 

今のご提案について何かありますか。 

 

 

非常に参考になりました。今、区としても優しい日本語も一つ言語だと

いう考え方を持って、研修などを行い、取り組んでいるような状況でござ

います。ありがとうございます。 

 

担任先生の支援ということで、翻訳アプリをまず何を言っているのか

分からないといったところから言葉の問題がありますから、翻訳アプリ

を導入するといった措置も考えられるのかなと思いました。 

それからもう一つ、入学手続きの案内が日本語以外に英語と中国語し

か対応していないため、これで大丈夫かなと不安に思ったのですが、いか

がでしょか。ミャンマーやネパールの方も多くて疑問に思うのですが、い

かがでしょか。 

 

おっしゃるとおりです。英語、中国語だけでなく言語を増やしていきた

いと考えております。非常に翻訳に経費がかかるということもあり、その

中でいかに経費をかけずに取り組むことができるか検討しているところ

でございます。 

 

そのとおりですよね。そこで先ほどの話に戻るのですが、多言語対応の

翻訳アプリが手元にあると、すごく助かると思います。子ども関係のもの

だけでなく、生活に関するもの全部の情報の流れが欲しいんだけども、言

葉が通じないために取り組めない現実がございますので、気持ちが続い

ているのかもしれないけど、言葉によるコミュニケーションがとれない、

これを簡単にするためにもそういうアプリがたくさん出てきております

のでぜひ検討していただきたい。 

 

ICTの担当といたしましては、委員の方がおっしゃったようなグーグル
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細谷委員長 

 

 

 

 

 

 

田邉学務課長 

 

 

細谷委員長 

 

 

 

 

佐藤指導課長 

 

 

細谷委員長 

 

 

 

 

 

 

副島庶務課長 

 

 

 

 

 

細谷委員長 

翻訳アプリを実際に使っている先生もいるので、どういうものがあって、

どういう使い方ができるか、調べた上で学校の先生に情報提供をして、活

用してもらおうと思います。お金がかかるものもあるかと思いますが、無

料のものも探して、対応させていただきたいと思います。 

 

ありがとうございます。 

国籍をみたときにムスリムの方が増えているように思えるのですが、

ムスリムの方の場合は食べ物も生活習慣も違うため、トラブルが起きて

いるということを聞いております。ムスリムといっても国によって違い

があり、全てには対応しきれないといったことも聞くのですが、そのあた

りについてどういう状況か教えてもらってよろしいでしょうか。 

 

アレルギーのお子さんと同じように、栄養士が入って、食事の配慮を行

っている状況でございます。 

 

引く続き対応よろしくお願いします。 

あと、カトリックの信条を考えると同様の対応が必要になるかもしれ

ませんね。 

はい、指導課長 

 

当然、食べ物も配慮しておりますし、宗教的に活動しないと時間につい

ては保障しております。別室を設けたりして対応しております。 

 

ありがとうございます。 

ほかにございますか。 

それでは、本日は事務局から子細に富む話があったかと思います。 

各委員におかれまして、事務局の説明をうけ、効率性・有効性の観点か

ら評価を整理していただければと思います。 

事務局から連絡事項があれば、庶務課長お願いいたします。 

 

それでは、次回の日程ですが、次回は令和３年１月７日（木）９時３０

分より開催させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

第３回の会場は南池袋小学校となりますのでどうぞよろしくお願いしま

す。 

詳細につきましては、改めてご連絡させていただきます。 

 

ありがとうございます。 

以上を持ちまして、第３回教育に関する事務の点検・評価委員会を閉会い

たします。ありがとうございました。 

――― 閉 会 ――― 

 

 

 

提出された資料等 

【資料１】 事業分析シート（不登校対策事業の強化） 

【資料２】 事業分析シート（外国人の就学対策） 

 

【説明資料】 

・令和２年度 豊島区立教育センター要覧 

・令和２年度 教育センター組織目標「子ども・家庭・学校サポートの充実」 

・登校支援シート 

・様式 欠席者一覧表 

・個別の支援計画（記入例） 
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・教育センターのスクールソーシャルワーカー（ Ｓ ＳＷ ）班の活動について 

・教育センターにおける教育相談班の活動について 

・令和２年度 外国籍児童・生徒数（学年・国籍別） 

・外国人の子供の就学促進及び就学状況の把握等に関する指針 

・関係法令（参考） 

・保護者宛 入学手続きのご案内（日本語・英語・中国語） 

・就学先アンケート 

・豊島区日本語学習環境マップ 

・豊島区の日本語指導について 

 

【参考資料１】教育に関する事務の点検・評価委員会設置要綱 

【参考資料２】教育に関する事務の点検・評価実施要綱 

【参考資料３】点検評価別添資料 

 
 


